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は じ め に 

 

今回発行いたしますソフトウェア製品 ＨＡ Ｄｙｎａｍｉｃ Ｌｉｎｋ Ｍａｎａｇｅｒ １０．０．

２－００（Ｌｉｎｕｘ ®用）について説明いたします。 

 

※略語説明 

本資料では，製品名称を次のように表記します。 

製品名称 本書での表記 

HA Dynamic Link Manager HDLM 

Red Hat Enterprise Linux 7.6 Red Hat Enterprise Linux 7 

Red Hat Enterprise Linux 7.7 

Red Hat Enterprise Linux 7.8 

Red Hat Enterprise Linux 7.9 

Red Hat Enterprise Linux 8.1 Red Hat Enterprise Linux 8 

Red Hat Enterprise Linux 8.2 

Red Hat Enterprise Linux 8.3 

Red Hat Enterprise Linux 8.4 

Red Hat Enterprise Linux 8.6 

Red Hat Enterprise Linux 8.8 

Red Hat Enterprise Linux 8.10 

Red Hat Enterprise Linux 9.1 Red Hat Enterprise Linux 9 

Red Hat Enterprise Linux 9.2 

Red Hat Enterprise Linux 9.4 

Red Hat Enterprise Linux 9.6 

・OSあるいはディストリビューション表記で「IA32」,「EM64T」または「AMD64」の記述が省略されてい

る場合，それらすべてを指します。 

 

※常用漢字以外の漢字の使用について 

本書では，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語については，常用漢字以外の

漢字を使用しています。 

・梱包（こんぽう） 

・同梱（どうこん） 

 

※他社登録商標の表示 

・AMD, AMD Arrowロゴ, ならびにその組み合わせは，Advanced Micro Devices, Inc.の商標です。 

・Intelは，アメリカ合衆国および / またはその他の国における Intel Corporation の商標です。 

・OracleとJavaは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録

商標です。 
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・Red Hat, and Red Hat Enterprise Linux are registered trademarks of Red Hat, Inc. in the 

United States and other countries. 

Linux® is the registered trademark of Linus Torvalds in the U.S. and other countries. 

Red Hat、およびRed Hat Enterprise Linuxは、米国およびその他の国におけるRed Hat, Inc.の登録商

標です。Linux®は、米国およびその他の国におけるLinux Torvalds氏の登録商標です。 

・Brocadeは，米国またはその他の国におけるBrocade Communications Systems, Inc. の商標または登

録商標です。 

・SteelEye Technology, SteelEye, LifeKeeper は，米国およびその他の国でSteelEye Technology, 

Inc. の登録商標です。 

・その他の会社名，団体名，商品名は，各社，各団体の商標または登録商標です。 

・This product includes software developed by the JDOM Project (http://www.jdom.org/). 

・This product includes software developed by the Apache Software Foundation 

(http://www.apache.org/). 

 

© NEC Corporation 2021-2026
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1. 適用機種 

1.1 適用ホスト 

適用するホストについては，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Manager ユーザーズガ

イド（Linux®用）3.1.1 項 HDLM がサポートするホストと OS」を参照してください。 

 

1.2 適用ホストバスアダプタ(HBA)  

FC 接続をする場合，NECのサーバ製品がサポートする FC HBAおよびドライバを使用してください。FC 

HBA を 2 枚以上使用する場合は，同一種類のものを使用してください。異種の HBA を混在させた場合，障

害発生時にパスを切り替えることができない場合があります。 

iSCSI接続をする場合，OSに Bundleされている iSCSI ソフトウェアイニシエータを使用してください。 

 

1.3 適用ストレージ 

適用するストレージについては，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Manager ユーザー

ズガイド（Linux®用）3.1.2 項 HDLM がサポートするストレージシステム」を参照してください。 

 

1.4 HDLM の管理可能構成 

HDLMの管理可能構成については，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Manager ユーザー

ズガイド（Linux®用）3.1.7 項 HDLM がサポートする LU 数とパス数」を参照してください。 

 

1.5 適用仮想化機構 

HDLMが適用できる仮想化機構を以下に示します。 

(1) Red Hat Enterprise Linux 7.6, Red Hat Enterprise Linux 7.7，Red Hat Enterprise Linux 7.8，

Red Hat Enterprise Linux 7.9，Red Hat Enterprise Linux 8.1，Red Hat Enterprise Linux 8.2，Red 

Hat Enterprise Linux 8.3, Red Hat Enterprise Linux 8.4, Red Hat Enterprise Linux 8.6, Red Hat 

Enterprise Linux 8.8, Red Hat Enterprise Linux 8.10, Red Hat Enterprise Linux 9.1, Red Hat 

Enterprise Linux 9.2，Red Hat Enterprise Linux 9.4 

における KVM（仮想化） 

 

2. 適用 OS 

適用する OSについては，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Manager ユーザーズガイ

ド（Linux®用）3.1.1 項 HDLM がサポートするホストと OS」を参照してください。 

 

3. 記録媒体 

HDLMには，以下の構成品が梱包されております。 

パッケージ構成 数量 

製品媒体 ＤＶＤ－ＲＯＭ １枚 

ドキュメント ソフトウェア添付資料 (本書) １冊 

IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Managerユーザーズガ

イド（Linux®用） 

１冊 
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納品書兼使用許諾書 １枚 

 

4. 前提プログラム 

記載事項なし 

 

5. 関連プログラム 

関連プログラムについては，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Manager ユーザーズ

ガイド（Linux®用）」の以下の章を参照してください。 

・3.1.3 Red Hat Enterprise Linux 7を使用する場合の関連製品 

・3.1.4 Red Hat Enterprise Linux 8を使用する場合の関連製品 

・3.1.5 Red Hat Enterprise Linux 9を使用する場合の関連製品 

 

6. 機能追加・変更内容 

[10.0.2-00 機能追加・変更内容] 

(1) 以下のディストリビューションをサポートしました。 

- Red Hat Enterprise Linux 9.6の以下のカーネルバージョン 

・5.14.0-570.12.1.el9_6.x86_64 

 

[10.0.1-00 機能追加・変更内容] 

(1) Red Hat Enterprise Linux 9.4をサポートしました。 

(2) Red Hat Enterprise Linux 6.10 のサポートを終了しました。 

 

[10.0.0-04 機能追加・変更内容] 

(1) Red Hat Enterprise Linux 9＋HAモニタをサポートしました。 

(2) Red Hat Enterprise Linux 8.10 をサポートしました。 

(3) チャネルボード(iSCSI 25Gbps Optic)をサポートしました。 

 

[10.0.0-02 機能追加・変更内容] 

(1) Red Hat Enterprise Linux 9.2をサポートしました。 

(2) Red Hat Enterprise Linux 8.8をサポートしました。 

 

[10.0.0-00 機能追加・変更内容] 

(1) iStorage V110，iStorage V310をサポートしました。 
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7. 修正内容 

※記載項目について 

・重要度 

該当不良が発生した場合の業務へ与える影響度の目安を示します。 

下表に示した基準に従って５段階に分類します。 

重要度 説明  

AAA  業務システムの運用が停止し，発生頻度が高い 

AA  業務システムの運用が停止する可能性がある 

A  業務システムの運用が停止する可能性は低い 

B  業務システムの運用に与える影響が少ない 

C  業務システムの運用に与える影響は殆ど無い 

 

7.1 本バージョンでの修正内容 

[10.0.2-00 修正内容] 

項番   

1 重要度 C 

修正内容 パスの情報取得を行う処理においてバッファオーバフローの不具合があり，

KFENCE(Linuxカーネル内のメモリエラー検出機能)からエラーを検出される問題

を修正しました。 

 

syslog に KFENCEの下記エラーメッセージが表示される場合がある。 

 

BUG: KFENCE: memory corruption in DlmfdrvInitializeLaneInfo+0x153/0x300 

[sddlmfdrv] 

Corrupted memory at 0x000000008f009d37 [ ! ] (in kfence-#2): 

~ 

または， 

BUG: KFENCE: memory corruption in DlmfdrvCheckIfSupported+0x19b/0x360 

[sddlmfdrv] 

Corrupted memory at 0x00000000d0f22a60 [ ! ] (in kfence-#134): 

~ 

*: メッセージ内のアドレス値（例: +0x19b/0x360, 0x00000000d0f22a60）は，

カーネルやドライバのロード状況，メモリ配置等に依存して変動します。 
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発生条件 次に示す条件が全て重なった場合に，現象が発生する場合があります(*1)。  

1) KFENCEが有効な環境(*2) 。 

2) 次に示す操作，または HDLMが提供するユーティリティ，コマンドならびに機

能のいずれかを使用する。 

操作: 

HDLMデバイスをオープンする操作 

ユーティリティ: 

- dlmcfgmgr (-vパラメータありで実行) 

- dlmcfgmgr (-rパラメータありで実行) 

- dlmcfgmgr (-oパラメータありで実行) 

- dlmcfgmgr (-iパラメータありで実行) 

- dlmcfgmgr (-uパラメータありで実行) 

- dlmchname 

- dlmstart 

- dlmbootstart 

- DLMgetras 

コマンド: 

- dlnkmgr online/add/delete 

機能: 

- パスヘルスチェック 

- 自動フェイルバック 

*1: KFENCE はサンプリング方式でメモリーラーを検出するため，稀にメッセージ

が表示されます。 

*2: /sys/module/kfence/parameters/sample_interval の値が 1 以上の場合，

KFENCE が有効な環境です。KFENCEは Red Hat Enterprise Linux 9 からの Linux

カーネルで実装されています。 

回避策 カーネルパラメータに kfence.sample_interval=0 を追加することで，KFENCE に

よるメモリエラー検出機能を無効にすることができます。 

*: この方法は HDLM だけでなく OS 全体の設定を変更するため，他のアプリケー

ションやシステム全体に影響する可能性がある点にご注意ください。 

回復策 なし。 

2 重要度 C 

修正内容 パス障害回復後，HDLM コマンドの online オペレーションで稼働状態にする

と，不当にパス障害のメッセージが出力されることがある問題を修正しました。 
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発生条件 以下の条件を全て満たす場合に，現象が発生します。 

(1)HDLM デバイスをオープンするタイミングでパス障害を検知する。 

※例えば，ファイルシステムをマウントする場合が該当します。 

(2)発生しているパス障害を回復する。 

(3)次に示す操作を実施する。 

(3-1)Offline(E)状態のパスを，HDLM コマンドの offline オペレーションで

Offline(C)状態にする。 

(3-2)Offline(C)状態のパスを，HDLMコマンドの onineオペレーションで Online

状態にする。 

回避策 Offline(E)状態のパスを Online に遷移する前に，HDLMコマンドの offlineオペ

レーションを実施しないでください。 

回復策 なし。 

3 重要度 A 

修正内容 IP-SAN 環境において，サーバ起動時に Offline(E)状態となったパスを dlnkmgr 

コマンドの Online オペレーションや自動フェイルバックで Online 状態に回復

すると，I/O のためのパス選択が正しくできない，また dlnkmgr コマンドでパ

ス情報の表示や操作が正しくできないことがある問題を修正しました。 

発生条件 以下の条件にすべて該当する場合に，現象が発生します。 

(1)IP-SANを使用する環境。 

(2)下記いずれかの OSを使用している。 

Red Hat Enterprise Linux 7，Red Hat Enterprise Linux 8， 

Red Hat Enterprise Linux 9 

(3)断線したパスがある状態でサーバを再起動する。 

(4)サーバ再起動の前と後で OSが認識するパスの順番（経路情報）が変わる。 

(5)パスを結線した時に OS により認識されるパスの経路情報が Offline(E)とし

て登録しているパスと一致する。 

(6)(5)で認識した経路情報を持つ Offline(E)として登録しているパスを dlnkmgr

コマンドの Onlineオペレーションや自動フェイルバックで回復する。 

回避策 なし。 

回復策 以下の何れかの操作を実施してください。 

(1)断線パスがない状態でサーバを再起動してください。 

(2)情報が正しくないパスが含まれる HDLMデバイスを HDLM 構成定義ユーティリ

ティ（dlmcfgmgr）を使って HDLM の管理対象外にした後で管理対象に戻してくだ

さい。  

以下は実施するコマンドの例になります。 

(2-1) HDLM デバイスを HDLMの管理対象外にする。 

# /sbin/dlmcfgmgr -o {情報が正しくないパスを含む HDLMデバイス} 

(2-2) HDLM デバイスを HDLMの管理対象に戻す。 

# /sbin/dlmcfgmgr -i {情報が正しくないパスを含む HDLMデバイス} 
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[10.0.1-00 修正内容] 

なし。 

 

[10.0.0-04 修正内容] 

項番   

1 重要度 AA 

修正内容 全パス断線状態の HDLMデバイスの構成定義を削除して再登録し，その HDLMデ

バイスに対してパス結線後に dlnkmgr onlineコマンドを実行または自動フェ

イルバック機能が動作すると HDLM デバイスを対象とするプロセス(*1)がハン

グアップまたはカーネルパニックする可能性がある問題を修正いたしました。 

(*1)例：dlmcfgmgr -r 

発生条件 以下の操作を順に実施する場合に，現象が発生します。 

(1) 全パス断線の HDLMデバイスがある状態で，以下のいずれかを実施する。 

・ 全パス断線のHDLMデバイスに対してdlmcfgmgr -oを実行後，dlmcfgmgr 

-iを実行する。 

・全パス断線の HDLMデバイスに対して dlmchnameを実行する。 

・iSCSI 接続の HDLM デバイスが全パス断線状態でサーバの再起動を実施

する。(*1) 

(*1)/etc/opt/DynamicLinkManager/hdlm.conf フ ァ イ ル に

「iscsi_boot=n」が設定されている場合，サーバ起動時は全パス断線

の状態のまま HDLM デバイスが構成され，その後 iSCSI のサービスが

動作した時点でパスの障害が回復または結線されている場合では

online状態になるため，(2)(3)の条件も満たすことになります。 

(2) (1)の実施後，パスを結線する。 

(3) (2)で結線したパスに dlnkmgr online コマンドの投入または自動フェイ

ルバック機能が動作する。 

回避策 以下のいずれかを実施してください。 

1.障害により全パス断線の SCSI 接続 HDLMデバイスが存在する場合，または構

成変更により一時的に全パス断線の SCSI 接続 HDLM デバイスが発生する場

合は以下の方法により回避してください。 

以下のコマンドを実行して自動フェイルバック機能を無効にし，dlnkmgr 

online コマンドは実施しないでください。 

 # /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr set -afb off 

 障害が復旧した，または構成変更後パスを結線した後に以下のコマンドで構

成情報を更新してください。 

 # dlmcfgmgr -r 

 コマンド実行後も全パス断線の HDLM デバイスがある場合は以下のコマンド

で削除してください。 
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 # dlmcfgmgr -u <HDLMデバイス> 

 その後，自動フェイルバック機能を有効にしてください。 

 # /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr set -afb on 

 

2.iSCSI 接続の HDLMデバイスが全パス断線状態の場合，サーバ起動時に 1パ

スは障害回復または結線したパスがある状態で起動してください。 

全パス断線状態を回復できずにサーバを再起動する場合は，回避策 1を実

施してから再起動してください。 

 

3./etc/opt/DynamicLinkManager/hdlm.conf ファイルに「iscsi_boot=n」が

設定された iSCSI接続の HDLMデバイス環境の場合は，回避策はありませ

ん。回復策の 2を実施してください。その際，回復策 2. (10)を実施せず，

障害回復後または結線した後に回復策 2. (10)を実施してください。 

回復策 1. ハングアップの場合は(1)からカーネルパニックの場合は(2)から実施し

てください。 

(1) ハングアップした場合は強制電源 OFFにより再起動してください。 

(2) 全パス断線の 1パス以上を回復し再起動してください。 

 

2. 1.で起動できなかった場合，または iSCSI で HDLM デバイスを接続してい

る場合，かつ  /etc/opt/DynamicLinkManager/hdlm.conf ファイルに

「iscsi_boot=n」が設定されている場合，再起動できないことがあるため，

以下の手順を実施してください。 

(1) grubメニューで起動 OSを選択し，キーボードの eを押してください。 

(2) linuxの行の最後に”1”を追加してください。その後，”ctrl+x”を押し

てください。シングルユーザモードで起動します。 

(3) シングルモードで起動後，/etc/opt/opt/DynamicLinkManager/hdlm.conf

に定義されている「hdlm_cfg_all =y」の記述を，「hdlm_cfg_all=n」に変

更してください。 

(4) ホストを再起動する。 

(5) 以下のコマンドを実行して HDLM を起動してください。自動フェイルバッ

ク機能が有効の場合は起動後直ぐに，(6)を実施してください。有効でない

場合は，(7)に進んでください。また，回復策完了まで dlnkmgr onlineを

実施しないでください。 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlmstart 

(6) 自動フェイルバック機能が有効の場合は以下のコマンドを実行して無効

にしてください。 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr set -afb off 

(7) パスを結線してください。 

(8) 以下のコマンドで HDLMの構成定義を更新してください。 
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# dlmcfgmgr -r 

(9) 全パス断線の HDLM デバイスがある場合は以下のコマンドで削除してくだ

さい。なければ(10)に進んでください。 

# dlmcfgmgr -u <HDLMデバイス> 

(10)自動フェイルバック機能を有効にする場合は以下のコマンドを実施して

ください。 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr set -afb on 

(11)/etc/opt/opt/DynamicLinkManager/hdlm.confに定義されている 

「hdlm_cfg_all =n」の記述を，「hdlm_cfg_all =y」に変更してください。 

(12) iSCSI で HDLMデバイスを接続している場合かつ

/etc/opt/opt/DynamicLinkManager/hdlm.confに「iscsi_boot=n」が設

定されている場合は，「iscsi_boot=n」の記述を，「iscsi_boot=y」に変

更してください。 

 

[10.0.0-03 修正内容] 

項番   

1 重要度 A 

修正内容 Red Hat Enterprise Linux 9に作成した HDLM for Linuxのブートディスク環

境を UEFI ブートで起動した時に Offline になったパスを自動的に Online 状

態になるように修正しました。 

発生条件 以下の操作を実施する場合に，現象が発生します。 

(1) 次に示す条件のすべてに該当する。 

(1-1) UEFI ブートを使用している。 

(1-2) Red Hat Enterprise Linux 9を使用している。 

(1-3) HDLM for Linuxのブートディスク環境を作成している。 

(1-4) /boot/efi に HDLMデバイスをマウントする設定をしている。 

(2) (1)の条件に該当する環境でサーバを起動，または再起動する。 

回避策 なし。 

回復策 以下の何れかの操作を実施することで，パスを Onlineに戻してください。 

- サーバ起動後に，Onlineオペレーションを実施する。 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr online 

- サーバ起動後に，HDLM構成定義ユーティリティに-rパラメータを指定して

実施する。 

# /sbin/dlmcfgmgr -r 

- 自動フェイルバック機能を「ON」にして，動作するのを待つ。 

以下は自動フェイルバック機能を 1分間隔に設定する例です。 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr set -afb on -intvl 1 

2 重要度 A 
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修正内容 パス断線後，HDLM 内のデバイス情報更新処理と同時に新規に I/O が実施され

るとカーネルパニックが発生する可能性がある問題を修正しました。 

発生条件 次に示す条件をすべて満たす場合に，現象が発生する場合があります。 

(1) OS がパス断線後にパス再結線発生を認識する。 

(2) (1)の後に以下の動作が実施されて HDLM内のデバイス情報更新が実施され

る。 

・dlnkmgr onlineコマンドを実行(*1) 

・HDLMのパスヘルスチェック機能によりパスヘルスチェックの処理を実行

(*1) 

・HDLMの自動フェイルバック機能により自動フェイルバックの処理を実行

(*1) 

・HDLMデバイスを別の LUに切り替え後，dlmcfgmgrコマンドの-rを実   

行 

・HDLM デバイスを対象に mount コマンドや dd コマンドなどのデバイスに

対する open要求が発生するコマンドの実行 

・HDLM デバイスを対象に fdisk コマンドや parted コマンドなどのディス

ク情報取得が発生するコマンドを実行 

・HDLMデバイスを対象に sg_inq コマンドを実行 

・HDLMデバイスを対象に blockdev –rereadpコマンドなどのパーティショ

ンテーブルの再読込が発生するコマンドを実行 

(3) (2)と同時に該当パスに新規 I/Oが実行される。 

 

(*1)8.8.6-00以下のバージョンのみ対象 

回避策 なし。 

回復策 なし。 

 

[10.0.0-02 修正内容] 

なし。 

 

[10.0.0-00 修正内容] 

なし。 

 

[8.8.6-03 修正内容] 

項番   

1 重要度 A 

修正内容 HDLMデバイスのパス断線発生後に onlineに戻らないことがある問題を修正し

ました。 
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発生条件 次に示す全ての条件が重なった場合に，現象が発生します。 

(1)HDLM for Linux 8.8.6-02を使用している。 

(2)Red Hat Enterprise Linux 8.1を使用している。 

(3)パス断線発生後 OS が障害検知するまでの間に，HDLM デバイスに対して以

下のいずれかの操作を行う。 

・ファイルシステム経由でマウントする。 

・LVMの VGを有効にする。 

・RAWデバイスとして使用し、上位のアプリから openされる。 

回避策 なし。 

 

[8.8.6-02 修正内容] 

項番   

1 重要度 A 

修正内容 IO 実施中に全パス断線するとカーネルパニックが発生する可能性がある問題

を修正しました。 

発生条件 次に示す条件の場合に，現象が発生する場合があります。 

・HDLM デバイスへ I/O中に HDLM デバイスのパスをすべて断線する。 

回避策 なし。 

回復策 なし。 

2  重要度 AA 

修正内容 初期 RAM ディスクイメージ作成時に dracut コマンドから以下のメッセージが

出力され正常終了する。 

その後，作成された初期 RAMディスクイメージを使ってサーバを起動すると， 

サーバの起動に失敗することがある問題を修正しました。 

/usr/lib/dracut/modules.d/96hdlm/module-setup.sh: line NNN:  

/sys/devices/virtual/block//dev/sddlmXXXN/uevent: No such file or  

directory 

Nは数値 

Xは英字 

発生条件 (A) メッセージが出力される条件 

以下の条件にすべて該当する場合に，現象が発生します。 

  (1) /etc/fstab に記述された何れかのマウントポイントに HDLMデバイスが

マウントされている。 

  (2) マウントされた HDLM デバイスファイル名が以下の何れかを満たす。

(*1)(*2)  

    (2-1) /dev/sddlmXXX[1-15] 

      XXX:HDLMデバイスファイル名を識別する英字文字列が 3文字である。 

(2-2) /dev/sddlmXp[1-15]  

      Xp:HDLMデバイスファイル名を識別する英字文字列が 2文字で 2文字目
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が pである。 

  (*1) /dev/sddlm以降が HDLM デバイスファイル名を識別する文字列です。 

(*2) HDLMデバイスを直接マウントしている場合のみです。LVM経由でマウ

ントされている場合は含みません。 

(3) dracut(初期 RAM ディスクイメージを作成するコマンド)コマンドを実

行する。 

 

(B) サーバの起動に失敗する条件 

  以下の条件にすべて該当する場合に，現象が発生します。 

  (1) (A)の(1)と(2)の条件を満たす。 

  (2) Red Hat Enterprise Linux 8の SANブート環境である。 

  (3) /etc/fstab に記述されたマウントポイントに以下の何れかが含まれる。 

    /(ルート)，/etc，/bin，/sbin，/lib，/lib64，/usr， /usr/bin，/usr/sbin，

/usr/lib，/usr/lib64，/boot，/boot/efi，/boot/zipl 

(4) (3)のマウントポイントにマウントされた HDLM デバイスの UUID を持

つ，永続的なデバイス名のリンク先が HDLMデバイスファイルではない。 

    例) /bootにマウントされた/dev/sddlmaaa1の UUID を使って，永続的な

デバイス名のリンク先を確認する例を示します。 

# mount | grep -w /boot 

/dev/sddlmaaa1 on /boot type xfs 

(rw,relatime,attr2,inode64,logbufs=8,logbsize=32k,noquota) 

# blkid /dev/sddlmaaa1 

/dev/sddlmaaa1: UUID="1287163b-902f-4a08-b826-b17bc1f0f66f" 

BLOCK_SIZE="512" TYPE="xfs" PARTUUID="04eb09a6-01" 

# 

1) 発生条件に該当しない場合の出力例 

リンク先が HDLMデバイスファイルである。 

# ls -l /dev/disk/by-uuid/ | grep 1287163b-902f-4a08-b826-

b17bc1f0f66f 

lrwxrwxrwx 1 root root 15  M月  D HH:MM 1287163b-902f-4a08-b826-

b17bc1f0f66f -> ../../sddlmaaa1 

# 

2) 発生条件に該当する場合の出力例 

リンク先が HDLMデバイスファイル以外である。 

# ls -l /dev/disk/by-uuid/ | grep 1287163b-902f-4a08-b826-

b17bc1f0f66f 

lrwxrwxrwx 1 root root 15  M月  D HH:MM 1287163b-902f-4a08-b826-

b17bc1f0f66f -> ../../sdp1 

# 
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  (5) dracutコマンドに--hostonly-cmdlineのオプションを付けて実行する。 

  (6) サーバを再起動する。 

回避策 初期 RAMディスクイメージファイルを作成する際は，以下の手順を実行しサ

ーバ起動の失敗を回避してください。 

(1) システムディスクに指定されている HDLMデバイスを確認します。以下の

マウントポイントが対象になります。 

/(ルート)，/etc/，/bin，/sbin/，/lib，/lib64，/usr，/usr/bin，

/usr/sbin，/usr/lib，/usr/lib4，/boot，/boot/efi，/boot/zipl 

/bootに HDLMデバイスがマウントされている例を以下に示します。 

# mount 

/dev/sddlmaaa1 on /boot type xfs 

(rw,relatime,attr2,inode64,logbufs=8,logbsize=32k,noquota) 

# 

(2) (1)で HDLMデバイスがマウントされている場合，対象となった HDLMデバ

イスを表すパスに changeイベントを発行します。 

対象となった HDLMデバイスがパーティションの場合とパーティションでな

い場合に，changeイベントを発行する例を以下に示します。 

パーティションの場合 

# echo change > 

/sys/devices/virtual/block/sddlmaaa/sddlmaaa1/uevent 

# 

パーティションでない場合 

# echo change > /sys/devices/virtual/block/sddlmaaa/uevent 

# 

(3) HDLMデバイスの UUIDを持つ，永続的なデバイス名のリンク先が HDLMデ

バイスであることを確認します。 

(2)で change発行の対象となった HDLMデバイスを確認する例を以下に示し

ます。 

# blkid /dev/sddlmaaa1 

/dev/sddlmaaa1: UUID="1287163b-902f-4a08-b826-b17bc1f0f66f" 

BLOCK_SIZE="512" TYPE="xfs" PARTUUID="04eb09a6-01" 

# ls -l /dev/disk/by-uuid/ | grep 1287163b-902f-4a08-b826-

b17bc1f0f66f 

lrwxrwxrwx 1 root root 15  M月  D HH:MM 1287163b-902f-4a08-b826-

b17bc1f0f66f -> ../../sddlmaaa1 

# 

(4) 初期 RAMディスクイメージファイルを作成します。 

ご使用のシステムに合わせたコマンドを発行してください。 

Red Hat Enterprise Linux 8 環境のコマンド例を以下に示します。 
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# /usr/bin/dracut /boot/initramfs-`uname -r`.img `uname -r` 

回復策 サーバ起動が失敗した場合は，以下の何れかの手段で回復させてください。 

(A) 初期 RAMディスクイメージファイルのバックアップがある場合 

  サーバの起動が失敗する前の初期 RAMディスクイメージファイルがあれば，

それを使ってサーバを起動させてください。 

  サーバ起動後，回避策を参照して初期 RAMディスクイメージファイルを作成

してください。 

 

(B) 初期 RAMディスクイメージファイルのバックアップがない場合 

  レスキューシステムで初期 RAM ディスクイメージファイルを再作成するこ

とで，回復を行います。 

  レスキューシステムでは HDLM が使用できる SAN ブート用の初期 RAM ディス

クイメージファイルが作成できないため，作成する初期 RAMディスクイメー

ジファイルは，HDLM が使用できない SAN ブート用の初期 RAM ディスクイメ

ージファイルになります。サーバ起動後，環境に合わせた初期 RAMディスク

イメージファイルを作成する必要があります。 

  以下に，Red Hat Enterprise Linux 8環境での回復例を示します。 

 

  (1) システムディスクへのパスがシングルとなるようにサーバの構成を変

更してください。 

  (2) サーバをレスキューシステムのシェルで起動します。 

    レスキューシステムは，Red Hat Enterprise Linux 8のインストールメ

ディアから起動してください。 

  (3) lsblk コマンド等(*1)で復旧対象のルートパーティションを確認しま

す。 

  (*1) レスキューシステムでルートパーティションを確認するコマンド操作

についてはご使用されている OSのマニュアルで確認してください。 

  (4) (3)で確認したルートパーティションを「/mnt」にマウントします。 

    ルートパーティションに LVM が使用されている場合の例を以下に示しま

す。 

    なお，LVをマウントする際は VGを活性化させてから実行してください。 

    # mount /dev/{VG名}/{LV名} /mnt 

  (5) /proc, /devおよび/sys パーティションをマウントします。 

    # mount -t proc none /mnt/proc 

    # mount --rbind /dev /mnt/dev 

    # mount --rbind /sys /mnt/sys 

  (6) レスキューシステムのルートディレクトリを復旧対象のルートディレ

クトリに変更します。 

    # chroot /mnt /bin/bash  
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  (7) 復旧対象のシステムにおける，残りのパーティションをマウントするた

めに OSの設定ファイルを修正します。 

    詳細手順は，HDLMユーザーズガイドの以下を参照してください。 

    (7-1) システムに LVMを使用している場合 

      「HDLMのアンインストール」- 

      「(2) ブートディスク環境のシングルパス構成への移行」 

        手順 3から手順 6 

    (7-2) システムに LVMを使用していない場合 

      「HDLMのアンインストール」- 

      「(2) ブートディスク環境のシングルパス構成への移行」 

        手順 4から手順 6 

  (8) 復旧対象のシステムにおける，残りのパーティションをマウントしま

す。 

    # mount -a 

  (9) HDLM が使用できない SAN ブート用の初期 RAM ディスクイメージファイ

ルを使ってサーバを起動するために初期 RAM ディスクイメージファイル

の作成と，OSの設定ファイルの修正を実行します。(*2) 

  詳細手順は，HDLMユーザーズガイドの以下を参照してください。 

   「HDLMのアンインストール」- 

  「(2) ブートディスク環境のシングルパス構成への移行」 

    手順 7から手順 15 

  (*2) 

   レスキューシステムで dracutコマンドを実行した場合，以下のようなメッ

セージが出力されることがありますが，初期 RAM ディスクイメージファイ

ルが作成されていれば，問題ありません。手順を継続してください。 

   dracut: No '/dev/log' or 'logger' included for syslog logging 

  (10) パーティションをアンマウントして，レスキューシステムのルートデ

ィレクトリに戻ります。その後，サーバを再起動します。(*3) 

    # umount -a 

    # exit 

    # reboot 

  (*3) パーティションのアンマウントを実行した場合，以下のようなメッセ

ージが出力されますが，問題はありません。手順を継続してください。 

   umount: {マウントポイント}: target is busy. 

  (11) サーバの起動が完了した後，初期 RAMディスクイメージファイルを再

作成します。 

    # /usr/bin/dracut --force /boot/initramfs-`uname -r`.img `uname -

r` 

  (12) サーバを再起動します。 
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    # reboot 

  (13) サーバの起動が完了した後，本来の環境になるように，HDLM または

SCSIの SANブート環境への移行手順を実行してください。(*4) 

  (*4) HDLMの SANブート環境に移行する場合は，事前に以下の 2つの手順を

実行してください。 

    (13-1) /etc/opt/DynamicLinkManager/hdlm.confを編集します。 

      サーバ起動時に HDLMが構成されるように，「hdlm_cfg_all=y」に変更し

ます。 

    (13-2) HDLM起動ユーティリティ(dlmstart)を実行します。 

      なお，HDLM の SAN ブート環境移行後，初期 RAM ディスクイメージファ

イルを作成する必要がある場合は，回避策を参照して初期 RAMディスクイメー

ジファイルを作成してください。 
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[8.8.6-00 修正内容] 

項番   

1 重要度 B 

修正内容 dlmbootstart ユーティリティまたは dracut コマンドを実行すると，dracut コマ

ンドがエラーになる場合や，dracut: FAILED:のエラーメッセージが出力される場

合があります。 

dracut: FAILED: /usr/lib/dracut/dracut-install -D 

/var/tmp/dracut.u8SjHe/initramfs -a /bin/mkdir /bin/awk /bin/basename 

/bin/chmod /bin/rm /bin/cat /bin/uname /usr/bin/cut /bin/readlink 

/bin/grep /bin/echo /bin/mv /bin/cp /bin/mknod /bin/sed /bin/sort 

/usr/bin/wc /usr/bin/seq /usr/bin/expr /bin/mount /bin/umount 

/sbin/modprobe /sbin/lsmod /sbin/dlmcfgmgr 

/etc/opt/DynamicLinkManager/hdlm_kernel_version 

/etc/.DynamicLinkManager/Path00 /sbin/udevadm /sbin/pvs /usr/bin/tail 

/usr/bin/tr /usr/bin/head /bin/find /etc/redhat-release 

/etc/modprobe.d/dlmdrvopt.conf 

発生条件 次に示す全ての条件が重なった場合に，現象が発生します。 

(1) HDLM for Linux 8.7.9-05使用している。 

(2) 以下の OSを使用している。 

  - Red Hat Enterprise Linux 7 

  - Red Hat Enterprise Linux 8 

(3) 論理ボリューム(LVM2)のパッケージがインストールされていない。 

(4) dlmbootstartユーティリティまたは dracutコマンドを実行する。 

回避策 論理ボリューム(LVM2)のパッケージをインストールしてください。 

回復策 なし。 
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項番   

2 重要度 A 

修正内容 Red Hat Enterprise Linux 8 のファイルシステム(xfs/ext4)は，データの先読み

を目的とした readコマンドをストレージシステムに発行する場合があります。 

しかし，先読みを目的とした readコマンドがエラーになると HDLM for Linux が

経路障害として扱うため，片パス断線状態で発生した場合は全パス閉塞し，HDLM

デバイスをブートディスクとして使用する環境では，システムが停止する場合が

ある問題を修正しました。 

発生条件 次に示す全ての条件が重なった場合に，現象が発生する場合があります。 

(1) HDLM for Linux 8.7.9-05を使用している。 

(2) 以下の OSを使用している。 

- Red Hat Enterprise Linux 8.1, Red Hat Enterprise Linux 8.2, 

Red Hat Enterprise Linux 8.3, Red Hat Enterprise Linux 8.4 

(3) 以下のストレージシステムを使用している。 

- iStorage V100 または iStorage V300 

(4) ファイルシステム xfsまたは ext4を使用して I/O中である。 

(5) 片パス断線していて，ファイルシステムからの先読み処理を目的とした read

コマンドがエラーになる。 

回避策 なし。 

回復策 全パス閉塞がデータディスクの場合は，以下に示す手順を実施してください。 

(1) ファイルシステムをアンマウントする。 

［実行例］ 

# unmount /tmp/dlm 

(2) ファイルシステムに応じたコマンドを使用して，ファイルシステムのチェッ

クと修復を行ってください。 

［ファイルシステムが ext4の場合の実行例］ 

# fsck /dev/sddlmaa 

(3) 閉塞したパスを Onlineに戻す。 

［実行例］ 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr online -s 

(4) ファイルシステムをマウントする。 

［実行例］ 

# mount /dev/sddlmaa /tmp/dlm 

 

[8.7.9-05 修正内容] 
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項番   

1 重要度 AA 

修正内容 HDLM for Linuxにおいて，論理ボリューム（LVM2）をブートディスクとして使用

している環境で，以下のいずれかが発生する場合がある問題を修正しました。 

 

・dlmmkinitrd ユーティリティが以下のエラーメッセージを出力し，HDLM 用の初

期 RAMディスクイメージファイルの作成に失敗する。 

KAPL12321-E An invalid root partition is specified in the file. File name 

= /etc/fstab 

 

・dracutコマンドが以下のエラーメッセージを出力し，HDLM 用の初期 RAMディス

クイメージファイルの作成に失敗する。 

KAPL12321-E An invalid root partition is specified in the file. File name 

= /etc/fstab 

 

・dlmbootstart ユーティリティが以下のエラーメッセージを出力し，HDLM用の初

期 RAMディスクイメージファイルの作成に失敗する。 

KAPL12321-E An invalid root partition is specified in the file. File name 

= /etc/fstab 

 

・kdump サービス起動時に，kdump用の初期 RAMディスクイメージファイルの作成

に失敗するため，kdumpサービスを起動できず，カーネルダンプが取得できない。 

kdump サービスの起動に失敗した時，ステータス情報に KAPL12321-E のメッセー

ジが出力されます。 

# systemctl status kdump.service 

kdump.service - Crash recovery kernel arming 

  ： 

mm dd hh:mm:ss HOSTNAME kdumpctl[ID]: KAPL12321-E An invalid root 

partition is specified in the file. File name = /etc/fstab 

  ： 

mm dd hh:mm:ss HOSTNAME systemd[ID]: kdump.service failed. 

# 



 

 

 19 

発生条件 パーティションのないディスクに作成された物理ボリュームが，ボリュームグル

ープにある場合で，以下の発生条件１または，発生条件２のいずれかに該当する

場合に発生することがあります。 

 

発生条件１ 

ルートデバイスを含むボリュームグループに，パーティションのないディスクに

作成された物理ボリュームがある場合。 

 

以下は，ルートデバイスを含むボリュームグループ(HDLMVG1)に，パーティショ

ンのないディスクに作成された物理ボリューム(/dev/sda)が存在する場合の例。 

PVに表示された下線の物理ボリュームが，「/dev/sdaN」でなく「/dev/sda」にな

っている。 

注：Nは，パーティション番号になります。 

 

# mount | grep -w / 

/dev/mapper/HDLMVG1-root on / type ext4 

(rw,relatime,seclabel,data=ordered) 

# pvs 

  PV         VG      Fmt  Attr PSize    PFree 

  /dev/sda   HDLMVG1 lvm2 a--  1020.00m 1020.00m 

  /dev/sdg2  HDLMVG1 lvm2 a--    19.00g       0 

# 

発生条件２ 

次に示す条件を全て満たした場合に，現象が発生します。 

(1) ルートデバイスを含むボリュームグループの名称に，「-」(ハイフン)が含ま

れる場合。 

例) 「HDLM-VG1」のような名称が該当します。 

(2) ルートデバイスが含まれないボリュームグループの名称と，ルートデバイス

を含むボリュームグループの名称の最初の「-」(ハイフン)より前の文字列が一

致(*)する場合。 

例) ルートデバイスを含むボリュームグループ名称が「HDLM-VG1」の場合，最初

の「-」より前の文字列「HDLM」が一致する，ルートデバイスが含まれないボリ

ュームグループが存在することを指します。 

以下では「HDLM-VG2」が該当します。 

# vgs 

  VG        #PV #LV #SN Attr   VSize    VFree 

  HDLM-VG1    1   4   0 wz--n-  <19.00g       0 

  HDLM-VG2    1   0   0 wz--n- 1020.00m 1020.00m 

# 
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 (3) ルートデバイスが含まれないボリュームグループにパーティションのないデ

ィスクに作成された物理ボリュームがある場合。 

例) ルートデバイスが含まれないボリュームグループ名称が「HDLM-VG2」の場合，

以下のような物理ボリューム（/dev/sdb）が含まれることを指します。 

# pvs 

  PV         VG        Fmt  Attr PSize    PFree 

  /dev/sda2  HDLM-VG1  lvm2 a--   <19.00g       0 

  /dev/sdb   HDLM-VG2  lvm2 a--  1020.00m 1020.00m 

# 

 

(*)：ボリュームグループ名称の比較において，「-」は比較の対象として扱ってい

ないため，HDLMをキーに比較を行った場合，「HDLMX」は不一致と判断しますが，

「HDLM」「HDLM-」は一致したと判断します。 

回避策 物理ボリュームを作成する場合は，ディスクにパーティションを作成し，ディス

クパーティションに物理ボリュームを作成してください。 

また，ボリュームグループ名には，「-」（ハイフン）を使用しないでください。 

回復策 なし。 

 

8. 一時的制限事項 

8.1 一時的制限事項 

(1) dlmsetopt ユーティリティで-prsup パラメータに複数の値を指定した場合，以下のメッセージが表示

され正しく設定されず，パーシステントリザーブをサポートするクラスタと連携しない設定（-prsup 

off）となります。 

-prsupパラメータに正しい値（onもしくは off）を指定して再度コマンドを実行してください。 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlmsetopt -prsup on off 

KAPL12554-I The utility for setting HDLM driver option has started. 

/opt/DynamicLinkManager/bin/dlmsetopt: 1156 行: [: 引数が多すぎます 

KAPL12555-I The utility for setting HDLM driver option completed normally. 

KAPL12558-I Please restart the computer so that the option settings take effect. 

 

(2) ブートディスクに HDLM を適用した環境を作成しサーバを再起動した場合，モジュール名にハイフン

（-）が含まれていると，モジュールのロードに成功しているにもかかわらず，コンソールおよび

/etc/opt/DynamicLinkManager/hdlmboot.logファイルに，モジュールのロードに失敗したメッセージ

（KAPL12324-E）が出力されることがあります。 

サーバ起動後，lsmodコマンドを実行しモジュール名のハイフン（-）を，アンダーライン（_）に変

更したモジュール名が表示されていれば問題がないため，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic 

Link Manager ユーザーズガイド（Linux®用）」に記載されたメッセージ（KAPL12324-E）の対処を行う

必要はありません。 

メッセージの出力例（dm-region-hashがエラーとなった例） 
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# vi /etc/opt/DynamicLinkManager/hdlmboot.log 

   ： 

KAPL12323-I The insertion of the module was started. Module name = dm-log 

KAPL12323-I The insertion of the module was started. Module name = dm-region-hash 

KAPL12324-E The module could not be inserted. Module name = dm-region-hash 

KAPL12323-I The insertion of the module was started. Module name = dm-mirror 

   ： 

  # 

 

lsmodで問題がないことを確認した例（dm_region_hashの表示を確認した例） 

# lsmod 

   ： 

dm_mirror              14003  0  

dm_region_hash         12200  1 dm_mirror 

dm_log                 10088  2 dm_mirror,dm_region_hash 

   ： 

  # 

 

(3) 間欠障害監視における全パス断線時の動作について 

全パス断線などによりすべてのパスが Offline(E)，Online(E) または Offline(C)となっている LU に

対して I/O を継続して行った場合，自動フェイルバックでパスが回復していないにもかかわらず，間

欠障害監視での障害発生回数(dlnkmgr view -path -iem 実行時の IEP の値) が加算される場合があ

ります。また，これにより間欠障害が発生していないにもかかわらず，間欠障害とみなし自動フェイル

バック対象外となる場合があります。障害回復後，当該パスが自動フェイルバック対象外となっており，

オンライン状態とする場合には手動にてオンライン操作を実施してください。 

 

(4) "rpm -V HDLM"コマンドを実行すると，以下のメッセージが出力されますが，HDLMの動作上の問題はあ

りません。 

・Red Hat Enterprise Linux 7 (EM64T/AMD64)の場合 

    missing     /etc/opt/DynamicLinkManager/dlmmgr_e.xml 

    missing     /opt/DynamicLinkManager/lib/libdlm.so_32 

    missing     /opt/DynamicLinkManager/lib/libdlmgui_jni.so_32 

    missing     /opt/DynamicLinkManager/lib/libhdlmhcc-x.x.x.so_32 (*1) 

    missing     /opt/DynamicLinkManager/lib/libhdlmhccmp-x.x.x.so_32 (*1) 

 

・Red Hat Enterprise Linux 8 (EM64T/AMD64)， 

 Red Hat Enterprise Linux 9 (EM64T/AMD64)の場合 

    missing     /etc/opt/DynamicLinkManager/dlmmgr_e.xml 

    missing     /opt/DynamicLinkManager/lib/libdlm.so_32 
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    missing     /opt/DynamicLinkManager/lib/libdlmgui_jni.so_32 

    missing     /opt/DynamicLinkManager/lib/libhdlmhcc-x.x.x.so_32 (*1) 

    missing     /opt/DynamicLinkManager/lib/libhdlmhccmp-x.x.x.so_32 (*1) 

 

(*1) x: 任意の数字 

 

(5) HDLMのインストールおよびアンインストール実行中は，Ctrl+C等の押下による中断は行わないでくだ

さい。 

 

(6) 以下の手順で操作を行った場合，refresh操作を実行する前の状態に戻ってしまいます。そのため，ホ

スト再起動およびパス障害回復後に再度 refresh操作を実行してください。 

(a) dlnkmgrコマンドの refresh操作を行う。 

(b) 一部もしくは全てのパスの障害が発生し，パスが Offline(E)になる。 

(c) パス障害を回復しない状態で，ホストを再起動する。 

 

(7) HDLMの管理対象にすることができるパーティション番号は 1から 15までです。UEFIでは 16以上のパ

ーティション番号を割り当てることができますが，16 以上のパーティション番号を持つ SCSI デバイ

スは HDLMの管理対象にすることができません。 

 

(8) 使用している環境の言語種別が，日本語または英語以外の環境で，以下のユーティリティを実行する

場合は，言語種別を英語（LANG=C）に変更してから実行してください。 

 ・dlmsetoptユーティリティ 

 ・dlmmkinitrdユーティリティ 

 実行例 

(a) 現在の設定を確認し，現在の LANG情報のバックアップを取得します。 

    # echo $LANG 

    zh_CN.gbk 

    # 

    # bk_LANG=$LANG 

    # echo $bk_LANG 

    zh_CN.gbk 

    # 

(b) LANGの設定を C（英語）に変更します。 

    # export LANG=C 

    # 

  (c) dlmsetoptユーティリティを実行します。 

    # /opt/DynamicLinkManager/bin/dlmsetopt -r -1 

    KAPL12554-I The utility for setting HDLM driver option has started. 

    KAPL12555-I The utility for setting HDLM driver option completed normally. 
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    KAPL12558-I Please restart the computer so that the option settings take effect. 

    # 

  (d) (a)の結果に従い，LANGの設定を元に戻します。 

    # export LANG=$bk_LANG 

    # 

    # echo $LANG 

    zh_CN.gbk 

    # 

 

(9) GPT 環境で作成したパーティションの名前に HDLMデバイスが含まれていると，マニュアル記載の

global_filterの記述方式ではフィルタ設定が正しく動作しません。 

以下に示します対処方法にて現象を回避してください。 

(a)ローカルブートの場合は，lvm.confの global_filter行を以下のように変更してください。 

   [変更前] 

   global_filter = [ "a|sddlm[a-p][a-p].*|", "r|/dev/sd|" ] 

   [変更後] 

   global_filter = [ "a|/dev/sddlm[a-p][a-p].*|", "r|/dev/sd|" ] 

(b)HDLMの SANブートの場合は， 

   GPT 環境で作成したパーティションの名前に HDLM デバイスが含まれないように名前を変更して

ください。 

 

(10) cgroup でブロックデバイスに read onlyとなるような制限を設定しないでください。このグループ

から HDLMデバイスをオープンするとパスが閉塞します。パスが閉塞した場合は以下の何れかの操作

を実施することで，パスを Onlineに戻してください。 

- サーバ起動後に，Online オペレーションを実施する。 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr online 

- サーバ起動後に，HDLM構成定義ユーティリティに-rパラメータを指定して実施する。 

# /sbin/dlmcfgmgr -r 

- 自動フェイルバック機能を「ON」にして，動作するのを待つ。 

以下は自動フェイルバック機能を 1分間隔に設定する例です。 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlnkmgr set -afb on -intvl 1 

 

(11) SANブート環境でサーバ起動時に KAPL08019-E，KAPL08022-Eおよび KAPL08026-Eのメッセージが出

力されることがあります。Red Hat Enterprise Linux 9環境で KAPL08019-E，または KAPL08022-E

に出力されるエラーコードが 0x00000001の場合，HDLMがパスを回復するのでパスの状態が Online

であればこのエラーは無視してください。 

 

(12) dlmsetopt の-eprおよび-epdを設定している状態において，dlmcfgmgr -rユーティリティ，

DLMgetrasユーティリティ，OSの fdisk -lコマンドを投入した契機で全てのパスが断線状態の

HDLMデバイスを検出した場合，コマンドが完了するまで下記リトライ時間を要するため注意してく
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ださい。 

 

リトライ時間 = -eprの設定回数 × -epdの設定時間 × 全パス断線の HDLM デバイス数 

 

(13)Red Hat Enterprise Linux 9の環境では，HA Dynamic Link Managerをインストールする際には、事

前に initscriptsパッケージをインストールしてください。 

 

(14)Red Hat Enterprise Linux 9.6の場合は，HDLMデバイスをブートディスクとして使用することはで

きません。 

 

 

8.2 一時的制限事項の解除 

 なし。 

 

9. 使用上の注意事項 

(1) Emulex社製の HBAドライバを使用中に，HDLM構成定義ユーティリティ（dlmcfgmgr -v）を実行する

と，実行結果の Device 列に「-」（ハイフン）が表示されることがあります。 

「-」（ハイフン）が表示されている状態を解消するには，dlmcfgmgr ユーティリティ（dlmcfgmgr -u）

を実行してください。 

dlmcfgmgrユーティリティについては，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Manager ユ

ーザーズガイド（Linux®用）7.4項 dlmcfgmgr HDLM 構成定義ユーティリティ」を参照してください。 

 

(2) HDLM デバイスをブートディスクとする環境で kdump 機能を使用する場合は，「IV-UG-209-12 HA 

Command Suite Dynamic Link Manager ユーザーズガイド（Linux®用）付録 B kdump機能の設定手順」

を参照してください。 

  

(3) HDLMの導入で変更した OSや他のプログラムの設定は，HDLMのアンインストール後には元の設定に戻

してください。 

 

(4) 本バージョンの HDLMでは，Red Hat Enterprise Linux 7が提供している仮想化（Xen機能）はサポ

ートしていません。仮想化（Xen機能）のドメイン 0およびドメイン Uで HDLMを使用することはでき

ません。 

 

 

(5) HDLMは，適用 OS以外にインストールすることはできません。インストールが成功した場合でも，動

作保証できません。 

 

(6) Red Hat Enterprise Linux 7，Red Hat Enterprise Linux 8, Red Hat Enterprise Linux9で，

dlmcfgmgr ユーティリティ（dlmcfgmgr -u）を実行した場合，dlmcfgmgr ユーティリティ（dlmcfgmgr -

v）や HDLM コマンドの view オペレーション（-lu または-drv 指定）の実行結果に表示される Device 
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列の SCSI デバイス名に，「-」（ハイフン）と表示されていないパスでも，パス障害が発生した状態の場

合，パス情報が削除されます。 

この場合，障害パスを復旧した後に dlmcfgmgr -rを実行して，復旧したパスを HDLMに再認識させてパス

の状態が Onlineになっていることを確認してください。 

 

(7) KAPL12451-Eが出力された場合は，以下に示す対処を実施してください。 

(a) /etc/lvm/lvm.conf ファイルに write_cache_state=0 が設定されていることを確認してくださ

い。設定されていない場合は write_cache_state=0 を設定してください。 

(b) /sbin/vgscan を実行してください。 

(c) 次のファイルがないことを確認してください。ある場合は削除してください。 

/etc/lvm/.cache 

/etc/lvm/cache/.cache 

(d) HDLMデバイス上の論理ボリューム（LVM2）をブートディスクとして使用している環境では，「IV-

UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Manager ユーザーズガイド（Linux®用）付録 C.1 項 

手順 9」を参照して，HDLM用の初期 RAMディスクイメージファイルを再作成してください。 

 

(8) パス数が Online以外のパスを含んで 1025以上の場合，dlmchnameユーティリティの実行に時間がか

かる場合があります。 

 

(9) Red Hat Enterprise Linux 7，Red Hat Enterprise Linux 8, Red Hat Enterprise Linux 9 で，HDLM 

for Linuxのインストール(*1)またはアンインストールが KAPL09013-Eメッセージを出力し失敗した後に，

HDLMマネージャが起動していない場合は，次のいずれかの手順を実施してください。 

a) ホストを再起動します。 

b) 以下のコマンドを実施し，HDLMマネージャを起動します。 

# /opt/DynamicLinkManager/bin/dlmmanager start 

 

(*1) HDLM for Linux のアップグレードインストール，再インストールが該当します(新規インストールは

該当しません)。 

 

(10) iStorage V10e接続時は Active Mirrorは利用できません。 

 

使用上の注意事項については，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Manager ユーザーズ

ガイド（Linux®用）」の以下の項目を参照してください。 

・2.7.2 ロードバランスのアルゴリズム 

・2.8.3 パスの状態遷移 

・2.13 クラスタ対応 

・3.1.3 Red Hat Enterprise Linux 7を使用する場合の関連製品 

・3.1.4 Red Hat Enterprise Linux 8を使用する場合の関連製品 

・3.1.5 Red Hat Enterprise Linux 9を使用する場合の関連製品 
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・3.8 LVM2の設定 

・3.11 Oracle RACの設定 

・3.19.5 LVM2の設定解除 

・3.19.6 HDLM のアンインストール 

・4.1 HDLMの使用上の注意事項 

・4.3.1 コマンドを使用する場合の注意事項 

・4.3.9 ライセンスを更新する 

・4.4 HDLMマネージャの起動と停止 

・4.6.4 HDLMデバイスの構成変更 

・5.3.6 パスを稼働状態に変更 

・6.1 コマンド概要 

・7.1 ユーティリティ概要 

・7.2.2 パラメータ 

・7.3.2 パラメータ 

・7.4.2 パラメータ 

・7.8 dlmsetopt  HDLM ドライバオプション設定ユーティリティ 

・8.1.3 メッセージの言語種別 

・付録 A Linuxのコマンドおよびファイルの注意事項 

・付録 E バージョン間の機能差異 

 

(11) HDLM(マルチパス)は、HDLM無し(シングルパス)と比べて以下の理由で処理時間がかかります。 

  ・上位システムから HDLMデバイスに対して openを受領すると接続パスの数だけデバイスの 

open処理を行います。 

   各デバイスの open処理では正しいデバイスに接続されているかを確認するため、ストレージから 

ディスク情報取得の処理を行います。このため open/closeを繰り返す場合処理時間が掛かります。 

  このため、システム構築時は負荷テストを実施し性能で問題が発生しないことを検証してください。 

もし、問題となる場合は接続パス数の見直しや、LVM 環境のご使用を検討ください。 
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(12)本バージョンの HDLMをインストールしたあと，バージョン表示は以下の通りとなります。 

機能 項目 バージョン表示 

HDLMコマンド 

(dlnkmgr) 

HDLM Version 10.0.2-00 

HDLM Manager 10.0.2-00 

HDLM Alart Driver 10.0.2-00 

HDLM Driver 10.0.2-00 
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10. システム作成上の注意事項 

システム作成上の注意事項については，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link Manager ユ

ーザーズガイド（Linux®用）」の以下の項目を参照してください。 

・2.8 パス切り替えによるフェイルオーバとフェイルバック 

・3.1.1 HDLMがサポートするホストと OS 

・3.1.3 Red Hat Enterprise Linux 7を使用する場合の関連製品 

・3.1.4 Red Hat Enterprise Linux 8を使用する場合の関連製品 

・3.1.5 Red Hat Enterprise Linux 9を使用する場合の関連製品 

・3.4 HDLMのインストールについての事前知識 

・3.5 環境を構築する場合の注意事項 

・3.7.1 ブートディスク環境へ HDLM をインストールする場合の注意事項 
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11. ストレージサブシステムの設定情報 

HDLMを使用するために必要な NECストレージサブシステムの設定情報について以下に説明します。スト

レージの設定等を行う場合には，NEC ストレージサブシステムに添付されているマニュアルに従って操作

してください。 

 

11.1 前提マイクロプログラムバージョン 

HDLMを使用する場合，下記の表に示すマイクロプログラムのバージョンが前提となります。マイクロプ

ログラムの入れ替え方法などについては，NEC ストレージサブシステムに添付されているマニュアルに従

ってください。 

 

ストレージ種別 
マイクロプログラムバージョン 

備考 
Fibre Channel 版 

iStorage V10e 88-08-09-X0/00以降 X: 任意の数字 

iStorage V100 93-04-21-XX/XX以降 X: 任意の数字 

iStorage V300 93-04-21-XX/XX以降 X: 任意の数字 

iStorage V110 A3-01-01-40/XX以降 X: 任意の数字 

iStorage V310 A3-01-01-40/XX以降 X: 任意の数字 

iStorage V310F A3-01-01-40/XX以降 X: 任意の数字 

 

11.2 ストレージの設定情報一覧 

HDLM を使用するためにはストレージの設定が必要です。下記の表に，設定箇所と設定内容を示します。 

なお表中の[ ]は設定項目を示します。設定項目の中から，[ ]に続く文字列を選択すると，次の設定項

目が表示されます。太字で示す値を設定してください。 

下記以外の設定内容については，NEC ストレージサブシステムに添付されているマニュアルに従ってく

ださい。 

 

(1) iStorage V100，iStorage V300，iStorage V10e，iStorage V110，iStorage V310 および

iStorage V310F の場合 

項目 設定値 

ホストモード Fibre Channelの場合 [ホスト識別モード]または[Host Mode] 00 

 

11.3 HDLM での IO パス確認方法 

NEC ストレージサブシステムに添付されているマニュアルに，交代パス確認手順および回復手順が記載

されていますが，HDLMを使用した確認手順が記載されていない場合は，下記を参照してください。 

 

(1) 交代パス確認手順 

管理している全 LUに対するパスの状態を dlnkmgr view -pathコマンドを発行して確認します。パス

の状態により，以下のように操作してください。 
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[確認項目] PathStatus 

(a) Online  

すべてのパスが正常な状態を示しています。この状態を記録した後，マイクロ交換または CHS/CHF

交換を実施してください。  

(b) Reducedもしくは，Offline 

パスに障害があるあるいは，マイクロ交換，CHS/CHF 交換後，該当パスがまだ回復していない状

態です。障害を回復した後に，再度コマンドによりパスの状態確認をしてください。 

注意事項: 

パスの状態が Online になっていないものが一つでもある場合は，オン中のマイクロ交換または

CHS/CHF交換を実施しないでください。必ず障害を回復してから交換してください。 

 

(2) 回復手順 

手順１ 

管理している全 LUに対するパスの状態を dlnkmgr view -pathコマンドを発行して確認します。パ

スの状態により，以下のように操作してください。  

［確認項目］PathStatus  

(a) Online 

すべてのパスが正常な状態を示しています。回復操作は完了しています。手順２,手順３は必要

ありません。 

(b) Reduced 

パスに障害がある，あるいは，マイクロ交換，CHS/CHF交換後，該当パスがまだ回復していない

状態です。手順２以降の操作を行ってください。  

手順２ 

dlnkmgr onlineコマンドを実行します。このコマンドは，すべてパスを稼働状態にします。  

手順３ 

dlnkmgr view -pathコマンドを実行してパスの状態を確認します。  

［確認項目］PathStatus 

(a) Online  

すべてのパスが正常な状態を示しています。回復操作は完了しています。 

(b) Reducedもしくは，Offline 

パスに障害があるあるいは，マイクロ交換，CHS/CHF 交換後，該当パスがまだ回復していな

い状態です。パスを復旧させてください。その後に，手順１から操作をやり直してください。 

  



 

 

 31 

12. ソフトウェアマニュアル一覧 

 

項番 ソフトウェアマニュアル マニュアル番号 発行年月 

１ HA Command Suite Dynamic Link Manager ユーザーズガ

イド（Linux®用） 

IV-UG-209-12 2026年 7月 

 

13. メモリ所要量およびディスク占有量 

メモリ所要量およびディスク占有量については，「IV-UG-209-12 HA Command Suite Dynamic Link 

Manager ユーザーズガイド（Linux®用）3.1.6 項 メモリ所要量とディスク占有量」を参照してくださ

い。 

 

－以上－ 
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